
２０２５年 第１回 京教組・京都教育センター地方教育行政研 合同学習会 （兼 教育署名スタート集会） 

 
 

 

－子ども・保護者・教職員の願い実現に何が必要か？ご一緒に考えましょうー 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

主催：京都教職員組合 

京都教育センター地方教育行政研究会 

共催：子どもと教育・文化を守る京都府民会議 

日 時：２０２５年８月３０日（土）１３：３０～１６：４５ 
 

場 所：京都教育文化センター １０３号室 （℡ 075-771-4221）  

       京都市左京区聖護院川原町４－１３（京阪神宮丸太町駅下車東へ徒歩4分京大病院南側） 
 

内 容 13：30 開会あいさつ 

           第一部 講演：「新給特法を考える―その問題と展望―」 

講師：髙橋 哲さん（大阪大学准教授） 

       
       

          特別報告：「教員定数増のカギとなる『乗ずる数』改善」 

山﨑洋介さん（大阪大学助教、ゆとりある教育を求め全国の教育条件を調べる会会長） 

        15：15 第二部 質疑応答・討論 

 16：４0 閉会あいさつ 

参加費無料 どなたでも参加できます。          ※Zoomでのリモート参加につきましては、下記問い合わせ先までご連絡ください。 

             

お問い合わせ  京都教職員組合   TEL：075-752-0011 Mail：info@kyokyoso.jp 

テーマ 

専門は教育法学。2025年4月25日に衆議院文部科学委員会にて参考人意見陳述を行う。 埼玉大学

准教授、コロンビア大学客員研究員などを経て現職。著書に『聖職と労働のあいだ』（単著、岩波書店、

2022年）『現代米国の教員団体と教育労働法制改革』（単著、風間書房、2011年）など。  

子ども、教職員にゆとりのある学校 

教職員を増やし定時退勤できる学校 

管理強化ではなく共同で育ちあう学校 


